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沖縄県立南部農林高等学校

☆学科の目標：果樹・野菜・作物の栽培及び農業経営

に関する知識・技術を習得させ、農業経営者ならびに関

連産業従事者として、農業の６次産業化を図るために必

要な能力と態度を育てる。

☆設置コース：①野菜コース ②果樹コース

③作物コース

☆主な生産物：グリーンバター(レタスの一種)、トウ

モロコシ、ゴーヤ等の野菜、マンゴー、パッションフ

ルーツ等の果樹、各種苗もの 他

☆主な学科行事：研修旅行(2月に実施･関東方面)、各

種資格取得(食品衛生責任者･危険物取扱者･アーク溶

接他)講習、インターンシップ、体験入学 など

今年の新入生191名に対し､4/14に｢専門高校はじめの一歩｣というキャリアプログラムを実施しました｡新入生の中

には｢本当は別の学校に行きたかった｣とか｢どの高校でも入れれば良かった｣という気持ちで入学してきた生徒もいる

はずで､そのような生徒達に専門高校(特に南農で!)で学ぶ意欲を持ってもらうことを目的に昨年よりこの時期に行って

います｡今年も外部から様々な経験をされてきた5名の講師をお迎えして生徒一人ひとりが｢今の気持ちと向き合おう!｣

というテーマを元にグループワークを行っていました｡クラスの中にはまだまだ緊張感が抜けない様子もありましたが､こ

のプログラムを通して少しでも｢前に踏み出す｣ことや｢高校生活をやり抜く｣きっかけになってくれればと願いながら見て

いました｡南農で粘り強く学び続けることで必ず｢成長｣できると私は思っています｡このプログラムは今後も仲間づくり

や働くことについてなど様々な内容を実施していきます｡生徒の皆さんがどのように変わっていくか期待しています！

南
農
が
求
め
る
中
学
生
と
は
？

今年度のスタートにあたり､私は先生方に｢授業の中で､社会(地域)貢献活動を

意識して取り組んで欲しい｣とお願いしました｡専門教科以外の普通教科･科目の

中にもそのような活動を行うことができる単元があります。社会貢献活動を通し

て生徒達に｢周囲から感謝される体験｣や｢地域に貢献する喜び･達成感｣を経験して

もらいたいとの思いから今年は特に力を入れていこうと全職員で共有しています｡

先日､早速理科の授業の｢防災教育｣の単元で､災害発生時の本校の避難先である長

堂公民館を確認し､その帰り道に地域のゴミを拾いながら帰校するという授業が行わ

れました｡担当した先生からも｢生徒達は意欲的にゴミを拾ってくれていました｣と報

告を受け､活動のいいスタートがきれたなと感じています｡今年も南農生に期待です!

今年の南農は社会(地域)貢献に力を入れます!

このだよりを見ている中学３年生の殆どが来年の高校受

験に挑戦する予定でいると思います。私は一人でも多くの

生徒に南農を選んで欲しいと思っていますが、じゃあ「南

農はどのような生徒を求めているのか？」と中学生の皆さ

んは気になるかもしれません。そこで、南農が求める中学

生を紹介したいと思います。 ※次の４つです！

①挨拶や正しい身なり・言葉づかい等「凡事徹底」ができ

る生徒→人として生きていく上で大事な事です。

②「農業」学習を通して、他者を思いやり協働することが

できる生徒→南農は実習が多くあります。他者と力を合わ

せて活動するチームワークができる生徒を求めます。

③何事も最後までやり通し、あきらめない粘り強さがある

生徒→学校生活を通して何事にも積極的に挑戦していく

粘り強い意志を持った生徒は大歓迎です。

④進むべき進路について自ら判断し、決定できる行動力

がある生徒→最後には自分のことは自分で決めよう。

この４点に自分が当てはまると思った生徒は、南農が求め

る中学生にぴったりです。是非、南農で一緒に学んでみま

せんか？

学科紹介①（食料生産科）

一般的な栽培技術を学べる学科です！

朝の登校風景

3月の高校入試を経て令和8年度の入学

式を終えるまで､あっという間に時が過ぎ慌

ただしく南農の新年度がスタートしました｡正

門で生徒に｢おはよう｣と声かけをしながら何

気なく振り返ってみると教室に向かう生徒達

の姿が目に入り､｢やはり学校は生徒がいて

こそだなぁ｣と改めて感じました｡そんな南農

生の登校風景を写真に収めてみました

みんな真剣です

講師も一生懸命伝えてくれました！

学校から出発！

避難先の長堂公民館

分別されたゴミ

農場には多くの作

物が実ってます!


